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研究成果の概要（和文）：本研究は食育の情報発信ツールとしての給食便りや献立表の有効性に
ついて初めて検討したものである。保護者の食育の関心の有無は、家庭内での食に関する話題の
多さや学校からの配布資料を読む頻度に関連していた。また、配布資料をよく読む家庭では食生
活も変化していた。食育に関心のある保護者は学校からの情報を受け止め、家庭での食生活も変
化が認められるなど、学校からの情報発信の波及効果について初めて明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This study is to evaluate how SHOKUIKU (nutritional education) 
at elementary schools does affect the dietary life at home with focusing about the effects 
of letters and menus about school lunch as an information tool. Our study revealed that 
the degree of interest was related with frequency of talking about food and diet and 
reading the letters about school lunch. In addition, the families who read the letters 
about school lunch more often changed their dietary habit healthier. The parents who 
interested in SHOKUIKU could accept the information and changed their dietary habits. 
This study is the first to show the effects of information from school to families.   
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１．研究開始当初の背景 
(1)2005 年の食育基本法に従い、全国におい
て食育推進活動が様々なフィールドで実施さ
れている。特に小中学校における学齢期は、
子どもたちが正しい食習慣を確立するために、
食べものや栄養についての知識、食と健康と
の関連性について授業や給食等を通じて学ぶ
時期である。食育基本法においては、学校で

の食育を推進するために、栄養教諭の導入が
推奨され、2008年には全県において栄養教諭
が導入された。また、2008 年3 月に告示され
た小・中学校学習指導要領、2008 年6 月改正
された学校給食法に、食育推進のために給食
をより積極的に活用することが明言され、
2009 年4 月から施行されている。栄養教諭が
学校における食育推進の中心的役割を担い、
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担任教諭等と連携して学校給食を活用しなが
ら積極的に食育を推進することが求められて
いる。これまでも、学校栄養職員によって給
食はその安全性や栄養面で担保し、教科等に
おいては学級担任等と連携して食育授業をす
るなど、学校教育活動の様々な場面において
積極的に食育が実施してきているが、日々の
生活で実践する食の自己管理能力の育成まで
つなげてこられなかった。 
 
(2)子どもに対する食育は子どもを取り巻く
全ての環境においてそれぞれの役割を担いな
がら実践されていくことが望まれている。こ
の考えは社会認知理論に基づいており、人の
行動は、環境からの様々な刺激や情報を得る
ことにより、それを自己内において認知する
ことで、実際の行動へ移していくと考えられ
ている（Bandura A, Abrams DB, 1986）。こ
の観点から、子どもへの食教育は、学校のみ
ならず、子どもたちの主たる生活の場である
家庭における食（教）育が非常に重要な役割
を担っており、食育基本法や食育推進計画に
おいても、家庭とその周りの社会環境（学校
や保育園、地域等）が連携をとりながら、食
育を進めることが明言されている。思春期や
それ以降の成人期の子どもの食生活は、親の
食生活や家庭での食教育によって影響を受け
ることが報告されており（Van Assema P et al., 
2006; Le bigot Macaux A, 2001，Pairick H et 
al.,  2005）、家庭での食教育が子どもの健
全な食習慣確立に重要な役割を担っているこ
とは明白である。学校から家庭への食育アプ
ローチは、給食便りや献立表、食育通信、給
食試食会等を通じて実施されているが、それ
らが家庭の保護者に対してどの様な食育効果
を生み出しているのかはまったく検証されて
おらず、学校と家庭との連携をどの様にとれ
ばよいのか、学校からどの様に家庭に食育推
進をアプローチすればよいのかについての検
討とその方法の確立が強く望まれていた。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、現在学校で行われている食育や
学校から家庭に発信されている食育情報（献
立表や給食便り等）の実態調査を行うととも
に、これら食育情報の家庭への波及効果を検
証し、効果的な食育実践のための学校(小・中)
と家庭の食育連携のあり方や、学校から家庭
への食育アプローチ法を明らかにすることを
目的とする。 
 
(2) 2県の小中学校（約80校）を対象に、各学
校での食育実施や食育情報発信の現状につい
て実態調査をすると共に、学校に在籍する児
童生徒の保護者（約20,000 名）を対象に、「学
校からの食育情報発信に関するアンケート」
調査を行い、学校から栄養（食育）情報がど

の様に発信されているか、またそれらの情報
が子どもたちあるいはその保護者に対してど
の様な影響を与えているのかについて検証す
る。 
 
３．研究の方法 
(1)研究実施に際し、岐阜県及び香川県の小中
学校(計80 校)の栄養教諭および栄養職員か
らなる調査研究会を設置した。 
 
(2)各学校から家庭に対して発信されている
食育情報や給食便りを集め、学校で実施して
いる食育の内容や頻度等についてデータベー
スを作成した。 
 
(3)小中学校あわせて80校に在籍する児童・生
徒の保護者（17354 名）に対して、「食育情
報に関するアンケート」を児童による持ち帰
り、保護者の自記式回答の上、回収した（12413
名、回収率71.5％）。データを県ごとにデー
タベース化したのち、SPSS.ver14を用いてカ
イ二乗検定による統計解析を行った。 
 
４．研究成果 
(1)２県からそれぞれ得られたデータについ
て、各県別に学校から配布されている食に関
する資料が家庭での食生活にどのように影
響を与えているのかについて解析を行った。 
 岐阜県のデータ解析の結果、食に関する配
布資料を必ず読む、あるいはわりと読むとす
る保護者は全体の67.1％であり、半数以上の
保護者が学校からの配布資料を読んでいた。 
また、「食に関する配布資料を読む頻度」と
「保護者の朝食摂食状況」「家族との共食（朝
食・夕食）状況」「子どもが学校での食に関
することを話す頻度」「学校給食を話題にす
る頻度」において有意な関連性が認められた
（ｐ＜0.05）。学校からの配布資料を「必ず
読む」と答えていた保護者のうち、食育に関
心のある人は91.3％であり、食育の関心のあ
る保護者が学校からの配布資料をよく読ん
でいた。また、配布資料を読んでいる保護者
のうち85.5％が、家庭での食事づくりの参考
にしており、配布資料を読まない保護者に比
べて有意に多かった（ｐ＜0.05）。 
 
(2)香川県のデータベースを用いて、食育の
関心の有無を中心として食生活の変化や関
心のある情報の内容について検討を行った。 
 香川県においても食育に関心のある保護
者は全体の82％を占めており、両県とも同様
に保護者の食育に対する関心度は高かった。 
食育に関心のある保護者の方が、学校からの
配布資料を読んでいる有意に割合が高かっ
た（図1）。 
 配布資料を読む保護者の家庭において、家
庭で、学校での食に関することを話していた 



図1．食育の関心度と配布資料への関心 
 
子どもが配布資料を読まない家庭に比べ有
意に多かった（ｐ＜0.001）。このことは、保
護者が配布資料を読むことによって、学校で
の食が家庭での話題となる可能性を示唆し
ている（図2）。 
 

図 2．保護者が配布資料を読む頻度と家庭内
での話 
 
 また、配布資料を読む保護者のうち、
38.4％が家庭での食生活が変わったと答え
ており、読まないと答えた保護者（4.4％）
の割合より優位に高かった（ｐ＜0.001）こ
とから、配布資料を読むことが、家庭での食
生活に変化を起こさせている要因の一つで
あることがうかがえた。 
 配布資料を読むことによって家庭での食
生活が変わったと答えた保護者の中で、具体
的にどのようなことが変化したのか複数回
答にて回答してもらった結果、「野菜を多く
食べる」、「季節の食材を使う」、「給食の話を
する」、「食品の選び方を考える」「味噌汁の
具を増やす」が上位５つを占めていた。 
  
(3)学校からの配布資料に載せられている情
報と保護者の望む情報について検討を行っ
た。栄養教諭が１年間の献立表や食育便り等
に載せている情報の出現率をみると、献立名、
使用食品名、食品群別分類（いずれも100％）
のほかに、地場産物、料理の作り方、健康に
ついての情報、食品の季節の話題、栄養価が
60％以上の出現率であった（図3）。 
これに対し、保護者が見ている情報は、「献
立名」が最も多く、次いで、「献立・食品の
話題」「料理の作り方」「健康情報」の順であ
った（図4）。 
 保護者が配布資料に希望する情報を見て
みると、「料理の作り方」「献立名」「健康情
報」「「献立・食品の季節の話題」「話題の食
品」などが上位５位を占めていた（図5）。 

図3.栄養教諭が掲載している情報の種類 
 

図4.保護者が見ている情報の種類 
 

図5.保護者が希望する情報 
 
 
(4)学校から発信される献立表や食育便り等
は、ほとんどの保護者が目を通していたが、
その中でも、配布資料を読む家庭においては、
学校での食が家庭で話題に上り、そして実際
に家庭の食生活もより健康な食生活に変容
していることが明らかになった。また、配布
資料を読む要因として、食育への関心の有無
がかかわっており、食育の関心がある保護者
ほど配布資料を読んでいた。 
 実際に配布資料の内容について検討する
と、「献立名」、「食品の話題」、「作りかた」
等提供される内容で高順位に位置している
内容がよく読まれる順位とし高順位にみと
められ、情報の暴露頻度が読まれる頻度に関
連していることが分かった。その一方で、保
護者が希望する内容は、「料理の作り方」が
一位に上がっており、保護者は学校での給食

80.6

40.4

19.4

59.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

読む

読まない

子どもが話をする 子どもが話をしない

3.9 

9.3 

11.5 

12.8 

16.1 

19.6 

23.0 

26.3 

33.1 

34.9 

43.0 

74.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

アレルギー食材の表示

使用食品の安全性

食文化情報

栄養価

食育の取り組み

地場産物使用

使用食品名

学校行事

健康情報

料理の作り方

献立･食品の季節の話題

献立名

％

34.9 

13.9 

42.4 

33.9 

20.7 

41.8 

1.9 

7.6 

0.2 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あり

なし

必ず読む わりと読む たまに読む
ほとんど読まない まったく読まない

5.6 

9.2 

11.9 

13.9 

14.4 

14.6 

15.9 

17.7 

18.3 

18.3 

27.9 

30.8 

31.8 

33.3 

47.7 

0 10 2030 405060

アレルギー食材の表示

給食費や食材費

衛生管理

食文化情報

学校行事

食育の取り組み

使用食品名

栄養価

使用食品の安全性

地場産物使用

話題の食品

献立･食品の季節の話題

健康情報

献立名

料理の作り方

％

4.2 

12.7 

25.5 

46.1 

60.0 

64.8 

73.3 

73.9 

82.4 

100.0 

100.0 

100.0 

0 20 40 60 80 100

使用食品の安全性

給食にかかわる学校行事

食文化に関する情報

学校の食育の取り組み

栄養価

食品の季節の話題

健康についての情報

料理の作り方

地場産物

群別分類

使用食品名

献立名

％



の献立に興味を持ち、実際にその料理作成し
たいと考えていることがうかがえた。 
 本研究から、保護者への情報発信の在り方
として、食育の関心を高めるような内容の情
報発信や学校給食のレシピなどの充実が保
護者の配布資料を読む頻度を高め、食生活の
変容につながることが期待される。 
 本研究は、我が国が食育推進を始めて導入
された栄養教諭の役割を明確にするために、
栄養教諭が教育媒体として活用すべき給食
や家庭への情報発信ツールである給食便り、
食育便り等の教育効果についての初めての
大規模調査である。そして、初めて学校の食
育の効果が家庭にも徐々に波及しているこ
とを明らかにし、今後の食育としての情報発
信のあり方について示した。 
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